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令和５年度第１回柏市消費者教育推進連絡会を開催 
日 時：６月３０日（金）15:30～16:45  場所：柏市役所沼南庁舎５０１会議室 

参加者：連絡会委員１１名，事務局３名  内容：消費者教育授業指導案の検討 

 当日は３名の小学校の先生,４名の中学校の先生,２名の高等学校の先生が作成した指 

 導案を説明した後，講師の先生からアドバイスをいただきました。その一部を紹介し 

 ます。 

小学校 
■家庭科（６学年） 

 単元名：こんだてを工夫して 

 目 標：献立を構成する要素や１食分の献立制作の方法を理解してもらい,他者と話し

合いをしながら自分及び他者の食生活をよりよくしようとすることにより課

題解決に取り組むことができるようになる。 

■道徳（６学年） 

 単元名：よく見て考えよう 

 目 標：自分と他者では見え方や考え方が違うことを知り，身のまわりの生活情報に

対し，よく見て考えようとする態度を育んでもらう。 

■教職員課 管理主事 和田 氏からのアドバイス 

 「実の場」を通して，自分ごととして楽しく学べるのも消費者教育の醍醐味でもある。

教科書等の内容など【何を学ぶか】（コンテンツ）も重要だが，【どう学ぶか・どんな力

がつくか】というコンピテンシーベースの学力観に転換するとよい。 
 

中学校 
■社会科（２学年） 

 単元名：3 編 4 章-地域の在り方 

 目 標：地球規模の諸課題や地域課題を追究していく過程において,SDGｓについて     

興味関心を持ち,活動の意味や取組みについて理解する。市が掲げる「柏市プ

ラスチック・スマート宣言」について関心を持ち，SDGｓの視点で課題解決

に向けて追究する。 

■柏市立富勢中学校 鴇巣 教諭からのアドバイス 

 その単元を使って何を教えたいのかというゴールを設定し，メリット・デメリットを

知った上で，今回教えたいものがどの選択をすればより良くなるのかを考えて，ゴール

に辿り着くことが大切。 

 最終的に子どもたちに考えさせた時にリアルに落とし込めるようにすることが大事。 
 

高等学校 
■情報科（３学年） 

 単元名：情報社会における法と個人の責任 

 目 標：情報社会の特徴を理解し,情報社会における社会の責任及び個人の責任，社     

会と個人の責任の相互関係を理解する。 

■千葉県立佐倉高等学校 佐藤 教諭からのアドバイス 

 個人情報を教える際は，法律がどんどん変化するため常に情報を追っていく必要があ

り，学校では１学年差で教える内容が全く異なるのに，社会に出てからの１年前後は同

等の立場で扱われるので，学校で教える場合は注意が必要である。 

教職員課 

 和田 氏 

富勢中学校 

 鴇巣 教諭 

佐倉高等学校 

 佐藤 教諭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は消費者教育授業を実施（※印 公開授業）します！ 

消費者教育授業実施予定校 担当教員 単元名 

柏市立柏第五小学校 井出 菜月  

柏市立田中北小学校 難波 由伎 

柏市立酒井根小学校 ※ 中川 優香 こんだてを工夫して 

柏市立十余二小学校 矢野 哲平  

柏市立柏の葉小学校 ※ 池田 真菜 よく見て考えよう 

柏市立逆井中学校 井口 菜緒  

柏市立松葉中学校 鈴木 健輔 

柏市立豊四季中学校 ※ 安藤 圭彦 3 編 4 章-地域の在り方 

柏市立風早中学校 山口 力輝  

柏市立柏高等学校 戸邉 玲香  

千葉県立東葛飾高等学校 富永 翔馬 

※公開授業のご案内につきましては，詳細が決まりしだい通知させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発行・問い合わせ先： 柏市市民生活部 消費生活センター 電話：０４－７１６３－５８５３＞ 

■中田指導課課長（座長）から 

 消費者教育は早期から発達段階に応じて継続して実施していく必要があると感

じています。各学校が効率的,効果的に消費者教育を実施できるか検討し,実践を市

内に広めていくことが大切だと考えています。 

 

難波教諭 池田教諭 教職員課和田氏 矢野教諭 富永教諭  佐藤教諭  戸邉教諭 

山口教諭 安藤教諭 鴇巣教諭 鈴木教諭 井口教諭 


